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穂別小学校－交通安全青空教室－

交通ルールを守ります！
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　　　　　　　　　３月２１日、むかわ町穂別出身

　　　　　　　　の内海愛さんが、国際協力機構の

　　　　　　　　青年海外協力隊員として、ニカラ

　　　　　　　　グアに旅立つのを前に竹中町長を

　　訪問しました。助産師の資格を持つ内海さんは、２年間現地の保健センターで妊

　　婦健診などの活動を行う予定とのことです。

　　　竹中町長は「体調を万全に頑張ってほしい。むかわ町にも元気な情報を発信し

　　てください」と激励の言葉を贈りました。

　　　内海さんは旧町時代を含めて６人目の隊員になるそうです。

チャリティコンサート開催　募金は
東日本大震災、熊本地震の義援金に

　　　　　　３月２６日、第２４回チャリティコンサート実行委員会が主催

　　　　　するチャリティコンサートが穂別町民センター多目的ホールで開

　　　　　催されました。

　　　　　　募金を東日本大震災及び熊本地震の復興に役立ててほしい。町

　　　　　民及び児童生徒の自発的なボランティア精神の高揚を図る、町民

　　　　　及び高校生の活躍の場を設け広く町民に知ってもらうことを目的

　　　　　に毎年行われています。

　　　　　　この日は９団体が出演し、バンドやピアノの弾き語り、ソプラ

ノ独唱、ヴァイオリン・スペシャルパフォーマンスなどでコンサートを盛り

上げ、演奏が終わる度に会場は大きな拍手に包まれました。当日集まった募

金は、むかわ町社会福祉協議会と日本赤十字社に寄付され義援金として役立

てられます。 

１株１株丁寧に定植します

　３月３１日、鵡川地区にあるデイサービスたんぽぽの利用者

が１年かけて創作した「竹取物語」が３月３１日に完成し、施

設内でお披露目されました。

　作品は縦１.５ｍ、横６.６ｍで施設の玄関から入った正面に

飾られていて、着色したティッシュペーパーをちぎり絵に、ト

イレットペーパーの芯を竹にアレンジしたりして、竹取物語を

リアルに表現しました。

　４月１日、スポーツ振興分野の地域おこし協力隊員として長谷

川洋一郎さんに委嘱状が交付されました。長谷川さんは埼玉県出

身、札幌市育ちでテニスが専門、トレーナーの資格も取得されて

います。

　隊員として主に地域総合型スポーツクラブ「むーブ」の運営に

関わるほか、様々な年代の健康づくり、体力づくりにも取り組む

予定です。皆さんよろしくお願いします。

広報 むかわ 2017 ⑤ No.134 4



　　　　　　　　　３月２１日、むかわ町穂別出身

　　　　　　　　の内海愛さんが、国際協力機構の

　　　　　　　　青年海外協力隊員として、ニカラ

　　　　　　　　グアに旅立つのを前に竹中町長を

　　訪問しました。助産師の資格を持つ内海さんは、２年間現地の保健センターで妊

　　婦健診などの活動を行う予定とのことです。

　　　竹中町長は「体調を万全に頑張ってほしい。むかわ町にも元気な情報を発信し

　　てください」と激励の言葉を贈りました。

　　　内海さんは旧町時代を含めて６人目の隊員になるそうです。

チャリティコンサート開催　募金は
東日本大震災、熊本地震の義援金に

　　　　　　３月２６日、第２４回チャリティコンサート実行委員会が主催

　　　　　するチャリティコンサートが穂別町民センター多目的ホールで開

　　　　　催されました。

　　　　　　募金を東日本大震災及び熊本地震の復興に役立ててほしい。町

　　　　　民及び児童生徒の自発的なボランティア精神の高揚を図る、町民

　　　　　及び高校生の活躍の場を設け広く町民に知ってもらうことを目的

　　　　　に毎年行われています。

　　　　　　この日は９団体が出演し、バンドやピアノの弾き語り、ソプラ

ノ独唱、ヴァイオリン・スペシャルパフォーマンスなどでコンサートを盛り

上げ、演奏が終わる度に会場は大きな拍手に包まれました。当日集まった募

金は、むかわ町社会福祉協議会と日本赤十字社に寄付され義援金として役立

てられます。 

１株１株丁寧に定植します

　３月３１日、鵡川地区にあるデイサービスたんぽぽの利用者

が１年かけて創作した「竹取物語」が３月３１日に完成し、施

設内でお披露目されました。

　作品は縦１.５ｍ、横６.６ｍで施設の玄関から入った正面に

飾られていて、着色したティッシュペーパーをちぎり絵に、ト

イレットペーパーの芯を竹にアレンジしたりして、竹取物語を

リアルに表現しました。

　４月１日、スポーツ振興分野の地域おこし協力隊員として長谷

川洋一郎さんに委嘱状が交付されました。長谷川さんは埼玉県出

身、札幌市育ちでテニスが専門、トレーナーの資格も取得されて

います。

　隊員として主に地域総合型スポーツクラブ「むーブ」の運営に

関わるほか、様々な年代の健康づくり、体力づくりにも取り組む

予定です。皆さんよろしくお願いします。

2017 ⑤ No.134 広報 むかわ5



平成２９年度むかわ町新規採用職員と一緒に
森永陽一朗さん（北海道から派遣）と
パチリ

新規採用職員と一緒に辞令の交付を受けました

♥

27

♥

　

♥

　

♥

　

♥

　

  

♥

　

キャラクター発案者の北村心響（ここね）さんと
竹中町長と一緒に（記者発表にて）
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悩
み
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

　

 

　

お
金
の
貸
し
借
り
、
借
家
、
借
地
の
ト
ラ

ブ
ル
、
離
婚
、
遺
産
相
続
な
ど
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日

　
時

平
成
29
年
５
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

▼
場

　
所

む
か
わ
町
産
業
会
館
１
階　

相
談
室

▼
相
談
員

小
寺
・
松
田
法
律
事
務
所

▼
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
本
庁
】
町
民
生
活
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
１
４

【
支
所
】
地
域
振
興
課
町
民
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
４

人
権
相
談
専
用
電
話
番
号
の

お
知
ら
せ

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
人
権
擁
護
機
関

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
人
権
相
談
専
用
電
話

を
設
置
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
人
権
相
談
に

関
す
る
お
電
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
い
じ
め
・
差
別
、

家
庭
内
で
の
暴
力
、
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、

ス
ト
ー
カ
ー
や
不
動
産
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
解
決
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
人
権
一
般
に
関
す
る
ご
相
談
は

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

▼
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
ご
相
談
は

・
子
ど
も
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）

▼
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
女
性
の
人
権
に
関

す
る
ご
相
談
は

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

犬
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

犬
に
よ
る
苦
情
が
近
年
多
く
な
り
ま
し
た
。

飼
い
主
の
方
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
を
守
り
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
。
き
ち
ん
と

つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩
を

す
る
時
に
は
、
犬
が
道
を
通
行
す
る
人
に
接

触
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
フ
ン
で
道
路
、
公
園
な
ど
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
・
公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
周

り
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
飼
い
主
が

責
任
を
持
っ
て
フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▼
飼
育
場
所
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
育
場
所
は
常
に
清
潔
に
し
て
悪
臭
、
蚊
、

ハ
エ
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は

登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録
は
１
回
の
み
）
ま

た
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

は
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
犬
が
居
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

　

飼
っ
て
い
る
犬
が
放
れ
て
逃
げ
た
と
き
は

す
ぐ
役
場
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
役

場
で
は
迷
い
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
、
３
日
間

経
っ
て
も
飼
い
主
が
判
明
し
な
い
と
き
は
、

処
分
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
・
住
所
・

所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き
、
飼
い
主
が
変
わ
っ

た
と
き
も
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
５
月
実
施
予
定
で
す

　

犬
を
登
録
し
て
い
る
方
に
は
郵
送
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
日
程
等
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
登
録
し
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
る
方
は
、
実
施
地
区
な
ど
を

お
知
ら
せ
し　

ま
す
の
で
各
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日

【
鵡
川
地
区
】
５
月
21
日
（
日
）・
22
日
（
月
）

の
２
日
間

【
穂
別
地
区
】
５
月
14
日
（
日
）・
15
日
（
月
）

の
２
日
間

・
予
防
注
射
料
金　

１
頭　

３
１
１
０
円

・
新
規
登
録
料
金　

１
頭　

３
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

【
鵡
川
地
区
】
町
民
生
活
課
生
活
環
境
グ
ル
ー

プ　

☎
〔
42
〕
２
４
１
４

【
穂
別
地
区
】
地
域
振
興
課
町
民
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
４

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
告
受
付
中

　

  

　

　

一
般
社
団
法
人
苫
小
牧
地
区
交
通
安
全
協

会
員
で
、
無
事
故
、
無
違
反
の
方
は
申
告
し

て
下
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
用
紙
は
む
か
わ
町
交
通
安
全

協
会
（
役
場

－

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
）
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

▼
表
彰
内
容　

５
年
・
10
年
・
15
年
・
20
年
・

30
年
（
但
し
、
５
年
が
ス
タ
ー
ト
で
段
階
的

に
表
彰
を
受
け
な
け
れ
ば
次
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）

▼
申
告
期
限　

５
月
16
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
み　

む
か
わ
町
交
通
安
全
協
会　

生

活
環
境
グ
ル
ー
プ　

☎
〔
42
〕
２
４
１
４
（
内

線
２
８
０
８
）

▼
持
参
品　

会
員
証
と
免
許
証
（
10
年
以
上

の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
印
鑑
が
必
要
で
す
）

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
登
録

　

む
か
わ
町
穂
別
地
区
に
あ
る
大
頭
農
園
（
直

売
所
）、
石
崎
農
園
（
直
売
所
）、
山
本
農
場

が
北
海
道
よ
り
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
と
は
、

直
売
所
や
農
作
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
町
民

と
の
語
ら
い
、
農
業
・
農
村
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
交
流
拠
点
に
取
り
組
ん
で
い
る
農

場
を
北
海
道
が
支
援
し
、
む
か
わ
町
の
個
性

豊
か
な
農
業
を
発
信
す
る
取
り
組
み
で
す
。

▼
北
海
道
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/
nsi/hureaifarm/hureai-top.htm
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
「
５
月
31
日
（
水
）」
で
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

 

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
軽
四

輪
や
二
輪
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

他
の
方
へ
譲
渡
し
た
場
合
や
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

な
ど
、
廃
車
や
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
本
庁
】
町
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
１
３

【
支
所
】
地
域
振
興
課
町
民
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
２

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）
の
納
期
限
は

「
５
月
31
日
（
水
）」
で
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
や
倉
庫
の
新
築
や
増
改
築
を
行
っ
た

場
合
、
ま
た
は
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
場
合
は
、

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
本
庁
】
町
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
１
３

【
支
所
】
地
域
振
興
課
町
民
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
２

町
税
の
納
付
は

便
利
な
『
口
座
振
替
』
で
！

○
便
利
！
…
金
融
機
関
な
ど
へ
出
か
け
る
手

間
が
な
く
な
り
ま
す
！

○
確
実
！
…
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
！

○
安
心
！
…
納
税
の
た
め
に
現
金
を
持
ち
歩

く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
！

▼
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
本
庁
】
町
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
１
３

【
支
所
】
地
域
振
興
課
町
民
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
２

65
歳
以
上
の
方
へ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
お
願
い

　

  　

　

む
か
わ
町
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
７
期
：

平
成
30
年
～
）
の
策
定
に
向
け
て
、
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
日
頃
の
生
活
状
況
等

を
記
入
い
た
だ
き
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
介
護
予
防
政
策
の
資
料
と
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
に
は
調
査
票
を
お
送
り
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
５
月
26
日(

金)

ま
で
に
返
送

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

【
本
庁
】
健
康
福
祉
課
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
１
５

【
支
所
】
地
域
振
興
課
健
康
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
０
６
５

20歳未満の皆様へ

日本脳炎予防接種はお済みですか？
　１期 (３回 )、２期 (１回 )合計４回を規定の間隔で接種します。

　道で示す接種を優先すべき対象者に該当する方には個別通知も実施します。

　個別通知が来ない方も広い年齢で対象となりますので下記を参考に積極的に接種していただきた

いと思います。（定期接種対象者は無料）

■対象者：生後６ヶ月～ 20 歳未満（７歳６ヶ月～８歳は定期接種対象外）

★３歳未満の方は、３歳になってからスタートするのがおすすめです。

★６～７歳の方は１期３回を生後 90 ヶ月（７歳６ヶ月）までに接種しましょう。

★７歳６ヶ月～８歳の方は、定期接種対象外なので９歳になってからスタート又は残りの回数を

接種しましょう。

■スケジュール：

<お問い合わせ >

（鵡川地区）健康福祉課保健介護グループ　ＴＥＬ　４２－２４１５

（穂別地区）地域振興課健康グループ　　　ＴＥＬ　４５－３３２６

1回目 ３回目２回目 ４回目
６日以上 ６日以上６ヶ月以上
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平
成
29
年
度

む
か
わ
町
嘱
託
職
員
募
集

　

 ▼
応
募
資
格　

満
59
歳
以
下
の
方

▼
応
募
方
法　

写
真
を
添
付
し
た
履
歴
書
（
市

販
の
も
の
で
可
）
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
限　

随
時

▼
勤
務
場
所　

ひ
ま
わ
り
保
育
所
（
む
か
わ

町
田
浦
）

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
業
務
名　

地
域
保
育
所
保
育
士

▼
勤
務
時
間　

４
～
９
月　

月
～
金　

午
前

８
時
～
午
後
５
時
・
土　

午
前
８
時
～
正
午

10
～
３
月　

月
～
金　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
・
土　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

▼
報
酬　

月
額　

２
１
４
９
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
適
用

▼
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
、
運
転
免
許

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
企
画
課

総
務
グ
ル
ー
プ　

☎
〔
42
〕
２
４
１
１

〒
０
５
４

－

８
６
６
０　

勇
払
郡
む
か
わ
町

美
幸
２
丁
目
88
番
地

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験
実
施
要
綱

▼
採
用
職
種　

消
防
職
員
（
深
夜
業
務
を
含

む
交
代
制
勤
務
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
10
月
１
日

▼
勤
務
地　

胆
振
東
部
消
防
組
合
管
内

▼
採
用
予
定
人
員　

若
干
名
（
救
急
救
命
士

の
有
資
格
者
）

▼
受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
（
短
大
卒
、
専
門
学
校
卒

を
含
む
。）
で
、
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

を
有
す
る
方
で
採
用
後
、
勤
務
署
所
在
地
に

居
住
可
能
な
方
。

③
救
急
救
命
士
免
許
を
有
す
る
方

④
そ
の
他

身
長
１
６
０
㎝
以
上
、
体
重
５
０
㎏
以
上
、

胸
囲
・
身
長
の
２
分
の
１
以
上
、
視
力
（
矯

正
視
力
を
含
む
。）
が
両
眼
で
１
・
０
以
上
、

色
覚
及
び
聴
覚
が
正
常
で
身
体
強
健
な
方
。

２
次
試
験
受
験
時
に
健
康
診
断
書
を
提
出
。

▼
試
験
方
法

〈
第
１
次
試
験
〉
教
養
試
験
、
作
文
試
験
及
び

適
性
試
験
を
行
い
ま
す
。

〈
第
２
次
試
験
〉
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
試
験
日
・
会
場
及
び
合
格
発
表

〈
第
１
次
試
験
〉

①
試
験
日　

平
成
29
年
７
月
２
日
（
日
）

②
試
験
会
場　

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

住
所　

勇
払
郡
厚
真
町
錦
町
47
番
地
の
２

☎
０
１
４
５
〔
26
〕
７
１
０
０

③
合
否
発
表　

７
月
中
旬(

予
定)

、
受
験
者

本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

〈
第
２
次
試
験
〉
第
１
次
試
験
合
格
者
へ
合
否

発
表
時
に
文
書
通
知
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

①
受
験
申
込
書　

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防

本
部
・
総
務
課
に
直
接
請
求
す
る
か
、
胆
振

東
部
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

（http://iburi119.sakura.ne.jp/

）

②
提
出
書
類
等

・
受
験
申
込
書　

最
近
６
ヶ
月
以
内
に
無
帽
の

上
半
身
を
写
し
た
も
の
で
、
本
人
で
あ
る
と

確
認
で
き
る
写
真
（
縦
４
㎝
・
横
３
㎝
）
を

貼
る
こ
と
。

・
履
歴
書
（
市
販
の
Ａ
４
版
用
紙
に
自
筆
で
記

入
し
、
受
験
申
込
書
と
同
様
に
写
真
を
貼
る

こ
と
。）

・
卒
業
証
明
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書
（
最
終

学
校
の
も
の
）

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
救
急
救
命
士
免
許
証
の
写
し

・
受
験
票
送
付
用
封
筒
（
長
形
３
号
封
筒
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た
も

の
。）

③
受
付
期
間

平
成
29
年
５
月
22
日
（
月
）
～
６
月
９
日
（
金
）

・
直
接
持
参
す
る
場
合
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
平
日
に
限
り
受
付
。

郵
送
す
る
場
合
は
６
月
９
日
の
消
印
ま
で
有

効
。

④
問
合
せ
・
請
求
・
申
込
み

胆
振
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

☎
０
１
４
５
〔
26
〕
７
１
０
０

〒
０
５
９

－

１
６
０
４　

勇
払
郡
厚
真
町
錦

町
47
番
地
の
２

【
鵡
川
地
区
】

若
草
（
13

－

３
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

【
穂
別
地
区
】

緑
ヶ
丘
（
１

－

８
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
１

－

15
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
２

－

21
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
２

－

23
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
４

－

52
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
39

－

128
号
・
１
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
39

－

129
号
・
１
Ｄ
Ｋ
）

緑
ヶ
丘
（
47

－

156
号
・
１
Ｄ
Ｋ
）

柏
南
（
４

－

20
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

柏
南
（
５

－

25
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

柏
南
（
Ｃ

－

２
号
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

柏
南
（（
特
公
賃
）
Ｂ

－

14
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

柏
南
（（
特
公
賃
）
Ｂ

－

15
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

山
手
（
５

－

13
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

和
泉
（
３

－

９
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

栄
（
１

－

２
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

富
内
市
街
（
１

－

４
号
・
３
Ｄ
Ｋ
）

富
内
中
央
（
３

－

９
号
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

富
内
中
央
（（
特
公
賃
）
４

－

11
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

富
内
中
央
（（
特
公
賃
）
４

－

12
号
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▼
申
込
期
限　

５
月
15
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

【
本
庁
】
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
〔
42
〕
２
４
２
７

【
支
所
】
地
域
経
済
課
建
設
グ
ル
ー
プ

☎
〔
45
〕
２
１
１
７

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

申
込
は
お
早
め
に
！

リクルート

募
集
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『着任のご挨拶』
むかわ町鵡川厚生病院　総合診療科　医長　會川　周作

　まず、これまで 7 年間穂別診療所で勤務させて

頂き、ありがとうございました。穂別診療所入職

当初に救急外来が再開され、その約 1 年後に病棟

再開に辿り着きました。穂別診療所の復興期に関

わらせて頂き、所長・看護師さん・看護助手さん・

リハビリスタッフ・技師さん・事務・栄養科スタッ

フの皆様方には大変お世話になりました。また何

よりも患者さん・診療所を守る会の皆さんを中心

とする穂別の住民の皆さまの支え、行政、保健・

福祉の協力なしには７年間も勤務を継続すること

はできなかったと思います。心より感謝しており

ます。このたび田仕前副院長の退任後の４月から

厚生病院に着任させて頂きました。住民が温かく、

美味しい野菜・米、果物、魚介類・肉類と食材の

宝庫（北海道でもこれほど多彩な美味しい食材に

恵まれたところが他にあるでしょうか！？）でも

あるむかわ町が大好きです。微力ながら、今後も

むかわ町の医療保健福祉に貢献できますよう尽力

させて頂く所存です。

　私は北海道大学医学部卒ですが、むかわ町に赴

任する前は長野県の JA 厚生連佐久総合病院で勤

務しておりました。長野県では一番大きな総合病

院で大学病院よりもベッド数が多いです。「２足

のわらじ」を履いた病院でドクターヘリ運用やガ

ン治療などの高度先進医療から地域に根差した地

域ケアや在宅医療などの地域密着医療まで行う病

院です。「予防は治療に勝る」のスローガンのも

と集団健康スクリーニングをいち早く導入しまし

た。先駆的な試みも多く、旧八千穂村全村健康管

理（全村民の健康管理や集団検診、検診受診率は

何と 100% ！）や農村医療・病院食、老人保健施

設等も同病院が発祥です。出張診療や劇団部によ

る医療に関する演劇（「農村で演説をするな、演

劇をしろ」の精神が根底にあり、私自身も研修医

時代に参加しておりました。）衛生指導員の育成

など地域に出ていく活動を積極的に行い、医療費

が日本で一番安く寿命が一番長い健康長寿の長野

県の医療の礎を作った病院と言われています。私

はそこで全診療科研修後、主に総合診療科 / 緩和

ケア内科という部署で働いておりました。総合診

療科は御高齢の方を中心に複数の内科的身体的疾

患だけでなく、認知症や高齢独居などの社会的背

景や生活背景を考慮して診療に当たる科で佐久病

院では医師数・ベッド数とも最も多い科でした。

訪問診療も積極的に行い、脳卒中後遺症・呼吸不

全や心不全や神経難病等で通院困難な方に実施し

ておりました。緩和ケア内科はガンをはじめ生命

を脅かす全ての疾患による問題に直面している患

者と家族に痛みやその他の問題を早期に発見し、

対処することでその様々な苦痛を和らげ、QOL（ク

オリティ・オブ・ライフ）を改善することを目的

とした科です。痛み等の症状緩和は勿論のこと、

がん等で終末期の患者様に対してもご希望があれ

ば御自宅で最期の時間をお過ごしいただけるよう

な調整にも関わり、お亡くなりになる患者さんの

半数以上はご自宅で最期の時間を穏やかにお過ご

し頂いておりました。穂別診療所勤務時代も患者

さんやご家族のご希望があれば終末期在宅ケアを

提供させて頂くこともありました。

　むかわ町鵡川厚生病院という場に移りました

が、まずは患者さんのことをよく知ること、そし

て地域についてよく知ることから改めて始めさせ

て頂き、外来・入院診療は勿論のこと在宅医療や

保健予防活動など地域に出ていく活動にも積極的

に取り組んでいけたらと考えております。むかわ

でドクターヘリを飛ばすような大病院を目指すこ

とは叶いませんが、地域に根差した地道な活動を

通してむかわ町を健康長寿の町、保健医療福祉が

充実した小さなメディコポリスを目指すことは可

能と考えております。そして安心して最期まで暮

らせる町作りの一翼を担えたら幸甚と存じます。

その中で住民の皆さまや行政、また各団体の方々

にも改めてご協力を仰ぐことも多々あるかと存じ

ますが、その際はどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。
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献血車が来町します

■日　　時　平成 29 年５月 23 日（火）
　　　　　　10：00 ～ 11：45・13：15 ～ 16：00
■場　　所　むかわ町四季の館
■内　　容　全血採血　原則 400ml

輸血副作用の軽減のため医療機関からの需要
の約 90％が 400ml となっております。その
ため 200ml 献血については採血調整を行って
おります。

■年　　齢　16 歳～ 69 歳まで
　　　　　　今年度も、多くの皆様のご協力をお願いします。
■問合せ先　【本庁】健康福祉課　保健介護グループ

☎〔42〕2415

５月の健康案内
＋医療機関の外来案内＋

鵡川厚生病院　〔42〕2033
午前 8：30～ 11：30　午後 1：15～４：00（受付時間）

穂別診療所　〔45〕2121
午前 8：45～ 11：00　午後 1：00～４：00（受付時間）

診療科 /担当医師 月 火 水 木 金

内科・外科・

循環器内科

午前 石川 會川 石川 會川 石川

午後 會川 石川 會川 石川 會川

消化器内科
午前

佐々木
午後

リハビリテーション科 午後 出張医

小児科
午前 北大

小児科

北大

小児科午後

夜間診療 (内科 )
毎週火曜日 17:00 ～ 18:30（受付時間）

【担当医】會川先生

診療科 月 火 水 木 金

総合外来

（内科・外科・
小児科）

午前

夏目

田中

夏目

田中

夏目

田中

夏目

田中

夏目
田中

整形外科
毎週火曜日（出張医）

受付 午前８:45 ～ 11:00
（２日は休診）

総合外来

（内科・外科・
小児科）

午後 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

夜間診療
毎週火曜日 17:00 ～ 18:30（受付時間）
※祝日の場合は、休み。診療を担当す
る医師は、交替制になります。

リハビリテーションは水・金、デイケアは月・火・木で実施しています。
検診事業や医師の研修などにより、予定は変わることがあります。
※5/1午前、石川院長の外来は休診です。
※リハビリテーション科外来は5/23、5/30 の診療は未定です。

各週の予定を日曜日に情報端末（ＴＶ電話）でお知らせします。

～ 穂別診療所からのお知らせ ～
▶担当医は、健診事業や医師の研修などにより変わる
場合があります。ご了承願います

苫小牧保健所　☎ 0144〔34〕4168　※事前に申し込みが必要です
総合保健相談・医療相談 随時（祝祭日を除く月～金）

女性の健康相談（定例は事前予約） 定例 ５月19日（金）、随時（祝祭日を除く月～金）

こころの健康相談（定例は事前予約） 定例 ５月16日（火）、随時（祝祭日を除く月～金）

肝炎ウイルス検査（要事前予約） ５月９日( 火 )

骨髄バンク登録( 要事前予約） ５月９日（火）、23日（火）

ＨＴＬＶ－１抗体検査（成人Ｔ細胞性白血病検査）（要事前予約） ５月９日（火）

ＨＩＶ抗体検査（エイズ相談）要事前予約 専用電話 0144-35-7474 ５月９日（火）、10日（水）、23日（火）

鵡川地区・いきいきふれあいサロン 介護予防センター 18 日（木） 11：00 ～ 13：00

穂別地区・いきいきふれあいサロン 町民センター　第１･２会議室 19 日（金） 11：00 ～ 13：00

鵡川断酒会例会 若草会館 ２日・16 日（火） 18：30 ～ 20：30

生命の貯蓄体操 介護予防センター ２・９・11・16・23・25・30日 9：30 ～ 11：30

ポレポレ笑いヨガクラブ 介護予防センター 毎月　第４土曜日 10：00 ～ 12：00
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町民体育館の夜間一般開放日のお知らせ

【夜間一般開放日】

○５月：２日、３日、９日、10日、16日、17日、23日、24日、30日、31日

○６月：６日、７日、13日、14日、20日、21日、27日、28日

【夜間一般開放時間】

19：30～21：30の２時間。設営と撤収の時間も含みます。

【夜間一般開放の対象】

一般のみ（高校生以下は利用できません）。

利用料金は１名１回30円。

【夜間一般開放対象競技】

ミニバレー又はビーチバレーボール１面、バドミントン１

面、卓球１面。他の競技では利用できません。

【夜間一般開放利用方法】

(1)利用希望者は受付で必要事項を記入し、利用料金を納

入してください。

(2)同じ競技を複数で楽しむ場合は、時間、ゲーム数や

セット数などを基準に交代で利用してください。

(3)競技に必要な備品の設営・撤収は利用者間で協力して

行ってください。

(4)疑義や利用者間の問題が生じた場合は、体育館管理人

へ申し出てください。

催事名 日時 時間 場所 内容

おはなし会「いないいないばあ」
絵本は子どもたちの「ことば」や「こころ」を
育む大切な栄養素です。絵本とふれあう時間
を一緒に楽しみましょう。

16日(火)
１０：３０

～１１：３０

四季の館

2階会議室 A

★絵本

　「おふろでチャプチャプ」「のせて　のせて」

★紙芝居

　「ちょうちょとなわとび」「大きく大きくなあれ」

★パネルシアター

　「おはながわらった」「やおやのおみせ」

★手あそび・ぽんぽんたいそう

※次回おはなし会　平成 29 年６月 20 日（火）

課
外
講
座

北海学園大学＆鵡川中学校＆鵡川高等学

校合同演奏

「ゴールデンウィークコンサート」

5/5日（金・祝）
開場 13:00

開演 13:30
四季の館たんぽぽホール

専
科
講
座

ゲートボール専科 5日、19日（第1・3金曜日） ９：30 ～ 11：30 ゲートボール場

フロアカーリング専科
2日、9日、16日、23日、30日
（毎週火曜日）

９：30 ～ 11：30 鵡川町民体育館

パークゴルフ専科
4日、11日、18日、25日
(毎週木曜日）

９：00 ～ 11：30 鵡川運動公園パークゴルフ場

書道専科 24 日（水） ９：30 ～ 11：30
学習交流センターまなぶ館
交流室 A・B

手芸専科  8 日（月） ９：30 ～ 15：30 学習交流センターまなぶ館　交流室 B

コーラス専科 16 日（火） 10：00 ～ 12：00 学習交流センターまなぶ館　交流室 A

民謡専科 18 日（木） 14：00 ～ 16：00 学習交流センターまなぶ館　和室

カラオケ専科 22 日（月） 13：00 ～ 15：30 学習交流センターまなぶ館　交流室 A

レクダンス専科 10 日（水） 10：00 ～ 12：00 学習交流センターまなぶ館　交流室 AB

陶芸専科 11 日（木） 10：00 ～ 15：00 四季の館　創作室

5

5

　北海道も５月に入り太陽の光も一段と強さを増して新緑に色付きを与えています。光が増

すと紫外線も増えます。「５月の紫外線は真夏とほぼ同じ」と言われるほど紫外線が強くな

る季節です。

　気象庁ではこの紫外線に関連して①温室効果ガス②エーロゾル③オゾンと紫外線の 3 種類

を観測しています。特に紫外線は観測した日照時間などを用いてUVインデックスを算出し「紫

外線情報」をホームページで提供しています。

　紫外線は人体に対して殺菌効果やビタミン D を作る効果もありますが、目や日焼けなど皮膚に悪い影響もあります。５月

から９月は紫外線量が一番多くなりますので、野外での作業やレジャーには紫外線対策（UV ケア：サングラス、帽子、日焼

け止め）を忘れずに行うことが大切です。

室蘭地方気象台 お問い合わせ先　☎０１４３－２２－４２４９／ FAX ０１４３－２２－２６０１

紫外線
に注意
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ま
な
び
ラ
ン
ド
図
書
室
で
は
、
新
刊
案
内

や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど
を
載
せ
た
「
ま
な

び
ラ
ン
ド
通
信
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
室
内
、
四
季
の
館
道
の
駅
休
憩
コ
ー

ナ
ー
に
置
い
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
刊
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Yahoo

、Google

等
で
「
と
こ
と
こ
し
き
や

か
」
と
入
力
し
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

《
利
用
者
カ
ー
ド
の
再
発
行
》

　

紛
失
や
破
損
等
で
利
用
者
カ
ー
ド
の
作
り

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
カ
ー
ド
の
再
発

行
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
図
書
室
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
新
し
く
ご
利
用
さ
れ
る
方
へ
》

　

図
書
室
で
本
を
借
り
る
に
は
、
利
用
者
登

録
が
必
要
で
す
。

　

中
学
生
以
上
の
方
は
、
住
所
を
確
認
で
き

る
も
の(

学
生
証
・
運
転
免
許
証
・
郵
便
物　

等)

を
お
持
ち
に
な
り
、
図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
以
下
の
お
子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
護
者
の
方
へ
お
電
話
に
て
住
所
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
中

で
、
住
所
や
電
話
番
号
等
が
変
わ
ら
れ
た
方
は
、

図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
ご
利
用
案
内
》

◇
開
館
時
間　

13
時
～
20
時

◇
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

◇
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
貸
出
冊
数　

お
１
人
さ
ま
５
冊
ま
で

◇
電
話　

☎
〔
42
〕
５
０
５
７

穂
別
図
書
館

《
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
休
館
日
》

　

５
月
１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）・

10
日
（
水
）

《
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ
》

◇
期
間　

５
月
～
８
月
・
９
時
半
～
18
時

　

４
ヶ
月
の
試
行
と
し
て
、
閉
館
時
間
を
現

在
の
17
時
か
ら
１
時
間
延
長
し
、
18
時
ま
で

と
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
え
ほ
ん
に
っ
き
配
布
》

　

穂
別
図
書
館
・
ま
な
び
ラ
ン
ド
図
書
室
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
読
ん
だ
本
の
記
録
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

母
子
手
帳
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

む
か
わ
町
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
「
も

ず
ね
こ
」
さ
ん
の
可
愛
い
カ
ッ
ト
が
入
っ
て

い
ま
す
。

《
え
ほ
ん
カ
フ
ェ
＆
図
書
館
倶
楽
部
》

　

土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
５
月
休
館
日
》

　

１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）・

10
日
（
水
）・
15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）・
29

日
（
月
）

《
移
動
図
書
館
》

◇
富
内
小
学
校
…
12
日
・
26
日
（
金
）
10
時
～

◇
ケ
ア
ハ
ウ
ス
…
18
日
（
木
）
12
時
30
分
～

◇
稲
里
地
区
…
18
日
（
木
）
15
時
30
分
～

◇
和
泉
・
仁
和
地
区
…
19
日
（
金
）
13
時
30

分
～

◇
生
田
地
区
…
19
日
（
金
）
15
時
30
分
～

《
蔵
書
検
索
》

　

穂
別
図
書
館
と
ま
な
び
ラ
ン
ド
図
書
室
の

蔵
書
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

穂
別
図
書
館　

☎
〔
45
〕
２
３
９
６

穂
別
博
物
館

《
町
民
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ
》

　

国
際
博
物
館
の
日
（
５
月
18
日
）
は
穂
別

博
物
館
特
定
入
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

む
か
わ
町
民
の
方
は
観
覧
無
料
と
な
り
ま
す
。

博
物
館
受
付
で
、
む
か
わ
町
民
で
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◇
期
間　

５
月
18
日
（
木
）

◇
対
象　

む
か
わ
町
に
お
住
ま
い
の
方

《
問
い
合
わ
せ
》

　

穂
別
博
物
館　

☎
〔
45
〕
３
１
４
１

《
恐
竜
デ
ー
２
０
１
７
》

◇
期
間　

５
月
３
日
（
水
・
祝
）、
５
月
４
日

（
木
・
祝
）、
５
月
５
日
（
金
・
祝
）、
５
月
６

日
（
土
）、
５
月
７
日
（
日
）

●
む
か
わ
竜
が
産
出
し
た
崖
の
岩
石
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

各
日
、
先
着
２
０
０
名

●
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
レ
プ
リ
カ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

づ
く
り
（
10
時
～
16
時
）

　

１
個
１
０
０
円
。
む
か
わ
町
民
は
各
日
１

個
ま
で
無
料
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

穂
別
博
物
館　

☎
〔
45
〕
３
１
４
１

地
球
体
験
館

《
毎
週
土
日
の
工
作
体
験

　
５
月
：
母
の
日
ロ

ゼ
ッ
ト
を
作
ろ
う
》

　

地
球
体
験
館
で
は
、
毎
週
土
日
に
月
替
わ

り
の
工
作
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
！

　

５
月
は
、
紙
で
作
る
カ
ン
タ
ン
＆
カ
ワ
イ

イ
『
ロ
ゼ
ッ
ト
（
花
型
の
飾
り
）』
作
り
で
す
。

自
分
で
飾
る
の
も
、
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
友
だ

ち
や
ご
家
族
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日　

５
月
13
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

の
、
毎
週
土
曜
・
日
曜
（
計
６
回
）

◇
時
間　

９
：
30
～
16
：
30

※
地
球
体
験
館
の
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で

も
参
加
可
能

◇
場
所　

穂
別
地
球
体
験
館
ロ
ビ
ー

◇
参
加
料　

無
料

◇
対
象　

幼
児
～
大
人
ま
で

《
問
い
合
わ
せ
》

　

穂
別
地
球
体
験
館

　
☎
〔
45
〕
２
３
４
１

ま
な
び
ラ
ン
ド
図
書
室
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◇期間　～７月２日（日）（博物館休館日除く）

◇会場　穂別博物館特別展示室（博物館観覧料のみ

でご覧になれます。）

●最大級のティラノサウルス「スコッティ」の頭骨

を展示

《お問い合わせ》

　穂別博物館

　☎〔45〕３１４１

　

む
か
わ
町
文
化
財
審
議
会
の
審
議
を
経

て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
む
か

わ
町
穂
別
博
物
館
が
所
蔵
す
る
化
石
７
点

（
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
４
点
、
カ
メ
２
点
、
イ

ル
カ
１
点
）
が
新
た
に
む
か
わ
町
指
定
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
の

あ
っ
た
化
石
は
、
フ
ォ
ス
フ
ォ
ロ
サ
ウ
ル

ス
・
ポ
ン
ペ
テ
レ
ガ
ン
ス
（
む
か
わ
町
文

化
財
第
４
号
）、
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
・
ホ
ベ

ツ
エ
ン
シ
ス
（
第
５
号
）、
メ
ソ
ダ
ー
モ

ケ
リ
ス
・
ウ
ン
デ
ュ
ラ
ー
タ
ス
（
第
６
号
）、

ア
ノ
マ
ロ
ケ
リ
ス
・
ア
ン
グ
ラ
ー
タ
（
第

７
号
）、
テ
ィ
ロ
サ
ウ
ル
ス
（
第
８
号
）、

モ
サ
サ
ウ
ル
ス
・
プ
リ
ズ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
第

９
号
）、
ケ
ン
ト
リ
オ
ド
ン
・
ホ
ベ
ツ
（
第

10
号
）
で
、
新
種
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る

標
本
や
、
世
界
で
１
点
し
か
産
出
し
て
い

な
い
も
の
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

・
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
☎
【
42
】
２
４
８
７

・
穂
別
博
物
館

　
☎
【
45
】
３
１
４
１

　

今
回
は
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
大
正
八
年
頃

ま
で
花
園
二
丁
目
付
近
に
所
在
し
た
と
伝
わ
る

鵡
川
小
学
校
の
敷
地
の
跡
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

鵡
川
小
学
校
は
、
明
治
二
十
一
年
に
勇
払
の

郡
役
所
勤
務
で
あ
っ
た
佐
藤
辰
之
助
氏
を
世
話

役
と
し
て
鵡
川
教
育
所
を
開
設
し
た
出
来
事
が

創
始
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
に
中

央
通
り
が
整
備
さ
れ
新
市
街
が
発
展
す
る
と
、

現
在
の
鵡
川
交
番
の
東
側
付
近
（
花
園
二
丁
目

付
近
）
に
校
舎
を
移
転
し
、
校
名
が
鵡
川
尋じ

ん
じ
ょ
う常

小
学
校
に
改
称
と
な
っ
た
こ
と
は
文
献
記
録
の

と
お
り
で
す
。

　

明
治
時
代
の
鵡
川
尋
常
小
学
校
の
資
料
は
、

大
正
十
四
年
の
学
校
火
災
に
よ
り
大
部
分
失
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
文
献
や
市
街
地
区
画
図

等
の
記
録
か
ら
、
当
時
の
小
学
校
の
大
ま
か
な

位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
明
治

四
十
四
年
に
作
成
さ
れ
た
皇
太
子
ご
訪
問
に
関

わ
る
鵡
川
市
街
の
見
取
図
に
は
、
馬
車
の
置
場

や
馬ば

丁て
い

（
馬
の
世
話
を
す
る
係
）
の
休
憩
所
と

し
て
小
学
校
と
役
場
の
敷
地
が
図
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
大
正
十
一
年
頃
の
地
籍
図
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
、
現
在
の
花
園
二
丁
目
の
南

東
部
に
鵡
川
尋
常
小
学
校
の
敷
地
の
名
残
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。【
図
】
は

再
現
し
た
学
校
敷
地
の
形
で
、
面
積
は
四
千
㎡

を
満
た
し
ま
せ
ん
。「
グ
ラ
ン
ド
一
周
百
ｍ
で

あ
っ
た
」
と
伝
わ
る
よ
う
に
、
当
時
の
小
学
校

は
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
狭
い
敷
地
に
所
在
し
た

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

資
料
：
『
創
立
百
年
史
』
昭
和
六
十
三
年
刊

行
、『
鵡
川
町
史
』
昭
和
四
十
三
年
刊
行
、『
勇

払
郡
鵡
川
村
境
界
査
定
図
』
大
正
十
一
年
作
成
、

『
鵡
川
昼
餐
書
休
憩
所
平
面
図
』
明
治
四
十
四

年
作
成

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
【
42
】
２
４
８
７

む
か
わ
町
指
定
天
然
記
念
物
（
文
化
財
）

の
新
規
指
定
に
つ
い
て

ティラノサウルス
「スコッティ」頭骨

（レプリカ）

ミニ企画展

文
化
財
だ
よ
り

古
記
録
に
見
る
鵡
川
の
風
景

開
拓
時
代
の
鵡
川
小
学
校
の
敷
地
跡
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　紀藤文秀さんは、平成４年からむかわ町農業委員

として通算 17 年８ヶ月の長きにわたり地域農業の

振興と農業者の地位向上に大きく貢献され、その功

績がたたえられて３月 22 日に北海道農業会議代表

理事会長より表彰状が贈られました。紀藤さんは、

現在も農業委員としてご尽力されています。

鵡川・
沙流川 協議会活動報告

　平成 27 年度に平取町、日高町、むかわ町の３町で設立された「鵡川・沙流川ＷＡＫＵＷＡＫＵ協議会」

は、広域観光圏の設定により地域の振興発展を目指すことを目的に様々な事業を実施しております。

　平成 28 年度は、地方創生加速化交付金などを活用して、恐竜モニュメントの設置、マーケティング

調査、流域資源調査、ＰＲビデオ等制作、モニターツアー事業などの実施のほか、３月 27 日には、日

高町門別総合町民センターにおいて、テーマを「鵡川・沙流川の地域連携ＤＭＯ構築に向けて」とした

広域観光圏シンポジウムを開催しました。

　北海道大学観光学高等研究センターの木村特任教授を迎え「DMO 構築のための鵡川・沙流川流域を考

える」との演題での講演の後、木村氏をコーディネーターとして協議会代表の平取町長を含めた５名の

パネラーによるパネルディスカッションを行いました。

　また、平成 29 年度は、地方創生推進交付金を活用して、「地域連携 DMO 設立支援事業」、「流域特産品

開発」、「回遊ルート型等ツアー実施業務」などの観光地経営の視点に立った地域づくりのかじ取り役（地

域観光のマネージメントとマーケティングなどを行う）とされている「ＤＭＯ」という組織・仕組みづ

くりに取り組んで行きます。

　これから、様々な機会を活用して町民の皆さんに、

取組について情報提供させていただきたいと思って

おります。

　なお、協議会で制作した本町のＰＲ動画を町ホー

ムページ上にアップしておりますので、ぜひご覧く

ださい。

Ｗ ＫＡ Ｕ

Ｗ ＫＡ Ｕ

受賞おめでとうございますおめでとうございます

　３月 12 日、胆振東部消防組合鵡川消防団（前田嗣夫

団長）が地域に密着し、他の模範となる活動を行ってい

る消防団として、平成 28 年度「消防庁消防団等地域活

動表彰」を受賞しました。

　全国の 24 消防団が表彰され、鵡川消防団は北海道で

唯一表彰されました。
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良
く
見
や
ふ
テ
レ
ビ
を
二
度
も
入
れ
て
み
て

料
理
番
組
メ
モ
す
る
我
は

　
　
　
　
　
　
　（
福
住
）
田
畑

　幸
子

や
ま
ひ
得
た
吾
の
代
は
り
に
家
事
一
切

慣
れ
ぬ
く
り
や
の
夫
子
に
詫
び
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　（
美
幸
）
菊
地

　満
代

男
の
孫
の
就
職
先
は「
丸
紅
」と
ふ

海
外
赴
任
へ
夢
の
ふ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　（
宮
戸
）
東

　靖
子

原
始
林
「
む
か
わ
支
部
」
選
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